
 
平成 24 年 11 月 8 日 

各      位 

会 社 名 日 本 製 麻 株 式 会 社 

代 表 者 名   取 締 役 社 長  中 本  広 太 郎 

（ コ ー ド 番 号  3 3 0 6  東 証 第 ２ 部 ） 

問合せ先  取締役経理部長  池 田  明 穂 

（ T E L ． 0 7 8 － 3 3 2 － 8 2 5 1 ） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 24 年 5 月 10 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

 

(金額の単位：百万円) 

平成 25 年 3 月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正(平成 24 年 4 月 1 日～平成 24 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 2,655 20 22 12 0.33

今 回 発 表 予 想 ( Ｂ ) 2,464 △ 71 △ 75 △ 161 △ 4.41

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △ 191 △ 91 △ 97 △ 173 ―

増 減 率 ( ％ ) △ 7.2 ― ― ― ―

(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成 24 年 3 月期第２四半期) 

2,549 21 8 △ 144 △ 3.95

 

平成 25 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 5,151 99 101 82 2.24

今 回 発 表 予 想 ( Ｂ ) 4,999 73 66 △ 23 △ 0.63

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △ 152 △ 26 △ 35 △ 105 ―

増 減 率 ( ％ ) △ 3.0 △ 26.3 △ 34.7 ― ―

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 
( 平 2 4 年 3 月 期 ) 

5,220 86 58 △ 186 △ 5.07

 

平成 25 年 3 月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 24 年 4 月 1 日～平成 24 年９月 30 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株当たり

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 2,411 14 11 0.30

今 回 発 表 予 想 ( Ｂ ) 1,926 △ 66 △ 157 △ 4.29

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △ 485 △ 80 △ 168 ―

増 減 率 ( ％ ) △ 20.1 ― ― ―

(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成 24 年 3 月期第２四半期) 

2,072 5 △145 △ 3.97



平成 25 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 4,866 86 78 2.13

今 回 発 表 予 想 ( Ｂ ) 3,879 53 △ 26 △ 0.71

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △ 987 △ 33 △ 104 ―

増 減 率 ( ％ ) △ 20.3 △ 38.4 ―  ―

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 
(平成 24 年 3 月期) 

4,356 3 △ 169 △ 4.62

 

修正の理由 

（1）連結業績 

連結業績予想につきましては、個別業績予想の修正およびマット事業（海外連結）の原材料の高騰など

により収益が低下し、それに伴う原価改善の遅れにより、前回発表の連結業績予想を修正するものであり

ます。 

（２）個別業績 

当第２四半期累計期間の売上高につきましては、食品事業の主力であるパスタの市場では輸入品が増加し

供給過多となり大幅に予想を下回る見通しです。営業利益、経常利益につきましては、食品事業の減収お

よびマット事業の原価率の上昇等により予想を下回る見通しです。四半期純利益につきましては、繰延税

金資産の一部を取り崩すこととなったことから法人税等調整額が増加し、予想を下回る見通しです。これ

により個別業績予想を修正いたします。 

通期の業績予想につきましては、第２四半期（累計）の修正を受けて見直しを行ったものであります。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の作成時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後の様々な要因により、本予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


